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平
成
24
年
12
月
６
日 

（
木
曜
日
）
晴  

阪
急
大
山
崎
駅
改
札
出
口 

10
時
20
分
集
合 

阪
急
大
山
崎
駅
→
バ
ス
→
山

荘
美
術
館
→
徒
歩
→
宝
積
寺

（
宝
寺
）
→
参
拝
→
山
荘
へ

散
策
→
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
（
休

憩
→
庭
園
散
策
→
バ
ス
or

徒
歩
→
Ｊ
Ｒ
山
崎
駅 

  

大
山
崎
ふ
る
さ
と
ガ
イ
ド

の
会 

市
川 

孟
様
の
親
切

丁
寧
な
説
明
を
し
て
頂
き
ま

し
た
。
本
当
に
有
難
う
御
座

い
ま
し
た
。  

 

大
山
崎
町
は
、
京
都
府
下

で
最
も
面
積
の
小
さ
い
町
で

す
。
旧
山
城
国
乙
訓
郡
。
南

に
向
か
っ
た
河
有
り
と
い
う

意
味
で
「
河
陽
（
か
や
、
か

よ
う
）
の
別
名
が
あ
り
ま
す
。 

 

丘
陵
地
が
平
野
に
近
く
迫

り
、
そ
の
ふ
も
と
に
桂
川
と

宇
治
川
・
木
津
川
の
合
流
点

が
位
置
す
る
た
め
、
山
崎
は

古
来
か
ら
交
通
の
要
地
で
あ

っ
た
。
明
智
光
秀
を
豊
臣
秀

吉
（
当
時
は
羽
柴
秀
吉
）
が

破
っ
た
山
崎
の
戦
い
は
天
王

山
山
麓
で
行
わ
れ
た
。こ
の
故

事
か
ら
雌
雄
を
決
す
る
こ
と

や
勝
負
の
分
か
れ
目
の
こ
と

を
「
天
王
山
を
迎
え
る
」（
ま

た
は
単
に
「
天
王
山
」）
と
呼

ぶ
成
句
が
生
ま
れ
た
。 

天
王
山
城
（
て
ん
の
う
ざ
ん
じ

ょ
う
） 

【
別
名
：
宝
寺
城
・

山
崎
城
】 

 
「
財
寺
城
」、「
宝
寺
城
」、「
天

王
山
城
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。 

Ｊ
Ｒ
山
崎
駅
を
出
て
右
に
道

が
あ
り 

踏
切
を
渡
り
ま
す
。

渡
っ
て
ま
っ
す
ぐ
に
坂
道
を

登
る
と
宝
積
寺
（
宝
寺
）
に
至

り
ま
す
。こ
の
宝
積
寺
よ
り
遊

歩
道
を
徒
歩
に
て
1.1

Km
で

山
頂
で
す
。
途
中
、
山
崎
の
合

戦
時
の
豊
臣
方
旗
立
て
松
な

ど
も
あ
る
。本
丸
ま
で
は
案
内

板
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。 

豊
臣
秀
吉
が
山
崎
の
合
戦
で

明
智
光
秀
を
破
り
、天
下
統
一

と
大
阪
城
へ
移
る
ま
で
居
城

と
し
た
城
で
す
。 

宝
積
寺
（
通
称 

宝
寺
） 

 

京
都
府
乙
訓
郡
大
山
崎
町
の

天
王
山
中
腹
に
あ
る
真
言
宗

智
山
派
の
仏
教
寺
院
。山
号
は

天
王
山
ま
た
は

銭
原
山
（
古
く

は
補
陀
洛
山
と

い
っ
た
）、
本
尊

は
十
一
面
観
音

で
す
。
奈
良
時

代
に
聖
武
天
皇

の
勅
願
に
よ
り
僧
・
行
基
が

７
２
４
年
に
開
い
た
と
さ
れ

る
真
言
宗
の
寺
院
。
通
称
「
宝

寺
」
と
い
い
ま
す
。
鎌
倉
時

代
の
傑
作
と
い
わ
れ
る
本
尊

の
十
一
面
観
音
像
を
は
じ
め 

閻
魔
王
と
眷
属
御
影
な
ど
寺

宝
が
多
い
。
参
道
沿
い
の
三

重
塔
は
羽
柴
秀
吉
が
山
崎
の

合
戦
の
際
に
一
夜
に
し
て
建

て
た
と
い
わ
れ
、
美
し
い
桃

山
建
築
様
式
を
今
に
伝
え
る
。

聖
武
天
皇
が
夢
で
竜
神
か
ら

授
け
ら
れ
た
と
い
う
「
打
出
」

と
「
小
槌
」（
打
出
と
小
槌
は

別
の
も
の
）
を
祀
る
こ
と
か

ら
「
宝

寺
」
（
た

か
ら
で

ら
）
の
別

名
が
あ

り
、
大
黒

天
宝
寺

と
も
い

う
。 

大
山
崎
山
荘
美
術
館 

 

天
王
山
の
中
腹
に
位
置
し
、

木
津
・
宇
治
・
桂
川
の
三
川

を
望
む
「
大
山
崎
山
荘
」
。 

美
術
館
は
、
大
正
か
ら
昭
和

初
期 

に
か
け
て
加
賀
正
太

郎
に
よ
っ
て
建
築
さ
れ
た

「
大
山
崎
山
荘
」（
登
録
有
形

文
化
財
）
を
本
館
と
し
て
、

建
築
家
・
安
藤
忠
雄
設
計
に

よ
る
地
中
館
（
１
９
９
５
年

竣
工
）、
山
手
館 

（
２
０
１

２
年
竣
工
）
と
と
も
に
公
開

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

本
館
で
は
、
民
藝
運
動
に

参
加
し
た
河
井
寬
次
郎
、
濱

田
庄
司
、
バ
ー
ナ
ー
ド･

リ
ー

チ
の
作
品
を
中
心
に
、
古
陶

磁
、
家
具
、
染
色
作
品
な
ど

を
、
地
中
館
で
は
印
象
派
の

ク
ロ
ー
ド･

モ
ネ
の
代
表
作

と
し
て
知
ら
れ
る
《
睡
蓮
》

の
連
作
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
２
年
に
は
新
た
に
山

手
館
を
加
え
て
、
年
に
数
回

の
企
画
展
や
、
地
域
と
連
携

し
た
イ
ベ
ン
ト
を
随
時
開
催 

し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
約
５
，
５
０
０
坪

の
敷
地
面
積
を
有
す
る
庭
園

に
は
数
多
く
の
植
物
が
配
さ

れ
、
四
季
折
々
に
眼
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
秋
の
庭

園
は
、
山
崎
の
紅
葉
の
名
所

と
し
て
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。 

 
 
 
 
 

Ｓ
・
Ｏ 

（
抜
粋
、
詳
し
く
は
槻
輪
HP

を
ご
覧
く
だ
さ
い
） 
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２０１３年２月度行事予定 

高山右近研究室を訪問！：郡家新町 

（槻輪便り第100号発行記念：特別企画） 

月 日：平成２５年２月２０日（第３水曜日） 

集合場所：ＪＲ富田北バス乗り場（四中東側バス停） 9：50集合 10:00バス出発 

順 路：ＪＲ富田北バス乗り場→巡礼橋(下車)→徒歩→高山右近研究室→解散 

→昼食（今城塚公民館近傍）  

そ の 他：(1) 高山右近研究室ＨＰは、「高山右近研究室・久保田へようこそ」で検索 

(2) 久保田典彦先生より詳細な説明を予定しています。 

２０１３年１月度行事予定 

落ち着いた・心のふる里を感じる“ 町屋 ”：高槻城近傍 
月 日：平成２５年１月１６日（第３水曜日） 

集合場所：高槻市立しろあと歴史館 10:15 集合 

順 路：しろあと歴史館→散策→高槻城近郊の町屋・散策→ 

ＪＲ高槻駅→新年親睦会（会場「麟」は高槻駅の近く） 

そ の 他：(1) 高槻市立しろあと歴史館では、第22回企画展（安満）開催中です。 

(2) 雨天で散策出来ない場合は、第22回企画展の見学とします。 

(3) 町屋の散策は、マチヤ・テラスの方の説明を予定しています。 

わ
が
ま
ち
紹
介 

" 

障
子
し
め
て
四
方
の
紅
葉
を
感
じ
を
り "

：
大
山
崎
の
寺
・
山
荘 

かもめが同行してくれる佐渡への旅 

折りからの時化のために海は大荒れ 

沖に白波が立ち岩を砕く勢いで押し寄せる 

内海は意外に穏やかでたらい舟がくたりくたりと進む 

冬の風物詩「波の華」を見られたのはラッキー 

悪天候もまた楽し！の「海外旅行」だった。Ｓ・Ｎ 


